20110717　1部礼拝

真の喜びの基礎(ルカ1:5-17）

私たちは気づかないうちに、信仰が良い人はすべてがうまくいって、肉体的にも豊かになり祝福されるという図式みたいなものを持っているかもしれません。しかし、現実はそうでない場合が多いので、そのような固まった図式を持っている場合は、葛藤につながるようになるでしょう。それで、次に神様が備えていらっしゃる祝福を見ることができなくなってしまうのです。そのような意味で今日の聖書をとおして、私たちの固まった部分が、そのままで良いのか問いかけつつ、そこに変化の祝福を見るようになっていただきたいと思います。私たちがイエスさまのことを正しく知れば知るほど、私たちの内側にあるいろいろな基準が変わるようになります。その中で特に何が私たちの喜びなのか、喜びの基準が変わるようになるでしょう。今日の聖書を見ると、イスラエルの人の中でザカリヤという祭司の務めをしている人がいたと紹介されています。その人がどのように紹介されているかというと、６節を見ると「神の御前に正しく、主のすべての戒めと定めを落度なく踏み行っていた」と、すばらしい信仰を持って、良い信仰者であるということが記されています。それならば、次は子どもがたくさん生まれて、金持ちになり、成功して、多くの人が彼をうらやましく思っていたというのが、筋だと思います。私たちの図式から見るとそうなります。でも、その次を見ると、エリサベツは不妊の女だったので彼らには子どもがありません。二人とももう年をとっていたと書いてあります。すばらしい信仰を持っている者、良い信仰者なのに、子どもがなく、しかも今はもう子どもを産めないようなおじいさん、おばあさんになっていたと、私たちが考えていたことと、全然、合わないのではないでしょうか。
1． 喜びの基準が肉にあるのではなく
つまり、喜びを考えるときに、本当に私たちがイエス・キリストを正しくわかっているとすれば、喜びの基準は肉にあるのではないということです。そのあと、おじいさん、おばあさんになって、天使がお知らせをします。「あなたがたの祈りがかなえられて、子どもが与えられるよ」と。それが喜びになるとおっしゃっているのですが、本当に喜ばせるのであれば、若いときに子どもが与えられたなら、もっと喜べるのではないでしょうか。もちろん、年をとっていないよりは、年をとっても与えられる方がましかもしれないがと考えると思います。信者の私たちが、ぜひ、心に覚えていないといけないこと、心の内側から変えていかなければならないことは、信者の喜びの基準は肉の豊さや、肉がどれほどうまくいくのかにあるものではないということで、それが聖書が私たちに教えていることです。しかし、残念ながら、神様のほうに、信仰に問題があるのではなく、私たちのその基準が変わっていないので、すべてが問題になるのです。正直、極端に申し上げますと、神様は、私たちが元気なのか、金持ちになるのか、出世するのか、子どもがたくさんいるのかなどには、興味がありません。神様の基準はそのようなところにあるのではありません。
１）神の御前に正しく
　今日の聖書を見ても、当時、義人と言われる良い信仰を持っている人は、ほとんどいない暗黒の時代だったのです。そこでザカリヤとエリサベツは神の御前で正しく聖く、戒めをしっかり守り、義人と言われる優れた信仰者でした。
２）子がなく、年をとっていた
それなのに、他の人のような子どももいない状況が、ずっと、おじいさん、おばあさんになるまで続いていました。聖書が、神さまが私たちクリスチャンに語りたい、言いたいこと、そのメッセージがここにあるのではないでしょうか。クリスチャンの、神の民の喜びの基準は目に見える肉体的な答えの有無にあるものではないということです。つまり、すばらしい信仰を持って、信仰生活を徹底していても、貧しくなる場合もあるし、子どもがいない場合もあるし、他の人より衰える場合もあるということです。良い信仰を持っていると、みんな、なにも与えられない、だめになるという意味でもありません。肉体的に豊かになるのか、だめになるのかというのは、第一の基準ではない、喜びの基準でもないという意味です。このような基準の変化が、まず、クリスチャンである自分自身の内側から求められるのです。聖書を見ていてもそうでしょう。ヨセフは、そのお兄さんたちと比べると、またある意味、お父さんだったヤコブと比べても、小さいながら信仰的に優れていた者でした。それで、いろいろないじめがあったり、試練があったりしたにもかかわらず、ヨセフは揺れませんでした。ヨセフは神の契約、福音をしっかりと握っていたクリスチャンの中のクリスチャンです。だから、ヨセフは他のお兄さんよりうまくいって、出世して、お兄さんより元気だったとは聖書に書いてありません。そのような優れた信仰を持っているのに、福音の信仰から遠ざかっているお兄さんと比べたときに、みなさん、ご存知のように、よりひどい試練に会うようになりました。クリスチャンは必ず試練に会うという意味ではありません。そのような肉体的な様々な条件、状況が、第一でも、基準でもないという意味です。ダビデもそうでしょう。当時、信仰を持っているものがほとんどいない時代にダビデは「主は私の牧場の羊飼いであり、私には乏しいことはありません」とキリストの契約を握っていた珍しい優れた信仰を持っていたのに、死の影の谷を歩くようなことがダビデを迎えました。新約聖書を見るとパウロもそうです。他の人よりパウロの信仰は、神様が喜んで、喜んで、パウロを世界の福音化に用いられるほど優れたすごい信仰を持っていた人です。それにもかかわらず、パウロは石を投げられ、刑務所に入れられることが待っていました。ぜひ、覚えていてください。世の中では良いご利益があるものは、すべて真理である、それが道だという思想や流れが支配しています。私たちはその中で生きてきたのですが、神様の恵みによってイエス・キリストを信じるようになりました。しかし、私たちはその部分が変わっていません。それで、喜びの基準が昔のままなのです。本当に喜ぶべきところに、神様がその喜びの機会を与えていらっしゃるのに、基準が変わっていないので喜べないのです。すばらしい信仰を持っていて信仰に一生懸命に頑張ればこうなるだろう、ああなるだろうという肉体的ないろいろな基準を私たちはいまだに持っています。
３）因果応報の図式
　つまり、因果応報的な図式、特にご利益を基準にした因果応報的な図式は、クリスチャンの信仰には通用しないということです。ぜひ、覚えていただきたいと思います。先週のメッセージのように、みなさんがイエスさまのことを知れば知るほど、その部分が変わります。聖書にはそのような証拠が紹介されています。ですから、何かがうまくいかない、他の人と比べたときに、肉体的な条件があまり優れていないという方でも、それで葛藤を覚えたり、つまずいたり、がっかりしたりならないようにしてください。喜びをなくして失うことがないようにしてください。クリスチャンである私たちの喜びの基準は、そういったものではないと、ぜひ、心の中に覚えていただきたいと思います。クリスチャンの私たちの喜びの基準は何でしょうか。豊かになれば喜びでしょうか。そうでなければ悲しむのでしょうか。そのようなレベルでは次の信仰のステップに進むことはできません。彼らは子がなく年をとっていて、その状況が何も改善されていないにもかかわらず、信仰をしっかりと最後の最後まで守りとおしていました。それで、年をとって実は子どもが産めないようなおじいさん、おばあさんになったある日、天使をとおして「あなたがたに子どもが与えられるよ」と知らされました。そのときに、喜びという表現を使います。１４節を見ると「その子はあなたにとって喜びとなり楽しみとなり、多くの人もその誕生を喜びます」とあります。子どもが生まれるから、喜ぶようになると知らされているのですが、それは単純に子どもがいなかったけれど、子どもが与えられるから喜ぶ、そのような意味ではありません。もちろん、人間的に喜ぶようになるのでしょうが、喜びの理由がそこにあったわけではありません。さっきも申し上げましたように、もし、そのように私たちを神様が喜ばせたいのであれば、もっと若いときに、自慢できるそのときに子どもが許されれば良いのでないでしょうか。なぜ今になって、おじいさん、おばあさんなのに。つまり、私たちが考えているような、子どもがないときに子どもが生まれたから喜び、病気だったのに、病気が治るから喜び、貧しかった者が金持ちになるから喜び、何かつまずいているものが、門が開かれてうまく進むようになったので喜び、そのような意味ではありません。ぜひ、覚えていてください。それが、聖書全体をとおして、特にルカの福音書をこれから私たちが解き明かしていくうちに、一番大事なテーマです。クリスチャンである神の恵みを受けているあなたがたはいったい、喜びの基準は何なのか。何のために喜んでいるのか問われているのです。それで喜びの理由を天使はこのように言います。１５節を見ると、彼はあなたにとって喜びとなり、しかも、あなただけではありません。多くの人もその誕生を喜ぶと。この人の家に子どもが生まれるのに、周りの多くの人が、それも近所の人ではなく、多くの人が彼の誕生を喜ぶようになるのでしょうか。ただ、肉体的に子どものいない家庭に遅くても子どもが生まれたのでよかったという喜びではないということでしょう。
４）神様の理由

　その理由が書いてあります。生まれる子は名前をヨハネとつけられるようになりますが、「彼は主の前に優れた者となる」とあります。主の前にこれから来られる、これからお生まれになるイエスの前に優れた者になるから喜びとなる、これが理由なのです。言葉を変えますと、イエスの前に、タイミングを合わせて生まれて、優れた者としての役割を全うするために、今まで生まれてなくて、今のタイミングで生まれました。ですから、今まで子どもが生まれていない、人間的にはなぜ答えがないのか、なぜ私にはこのような問題があるのかと思うようなことが、実はイエスのためにあったもので、それ自体がもう答えなのです。しかし、私たちはそのような話がなかなか耳に入りません。「どうか、お金をちょうだい。病気を早く治して」これでなければ、他の話は耳に聞こえません。それでクリスチャンとしての、せっかくイエスが血を流されて救われたクリスチャンなのに、クリスチャンとしての世の人は知らないすばらしい人生が見えてこないのです。ご利益の、因果応報の図式が私たちの頭の中に、脳の中に固まっているのです。それを破らないといけません。聖書にはそのようなことはありませんと宣言しているのですから。イエスを信じるからうまくいくという図式はありません。人間的に、肉体的に。それは答えとは言いません。優れた信仰、当時、誰も神様の契約など信じていなかった時代に、ザカリヤの家庭は珍しく、まるでノアの時代のノアのように、義人と言われる神の契約を握って待っているすばらしい信仰の人です。だから彼は大統領になったとは書いてありません。子どもも与えられていない。なぜなのでしょうか。子どもが与えられるかどうかという肉体的な条件が基準でなく、イエスのために、イエスと絡んでどっちが良いのか、それにどのようにすれば用いられるかのことを基準にしたときに、今は子どもがいないほうが良かったので、そちらのほうが祝福だったのです。基準が違います。主の前に優れた者となり「彼は母の胎内にあるときから聖霊に満たされ」生まれる子がなぜ喜びなのかというと「イスラエルの多くの子らを、彼らの神である主に立ち返らせるようになる」と言われました。立ち返らせるというのは、その道はイエスしかありません。これから、この聖書から言いますと六か月あとにイエスが誕生するようになります。そのイエスをとおして多くの民が、神から離れて宗教に律法に走っていたイスラエルの人々が、暗黒の力に捕らわれていた人々が、イエスをとおして神様に立ち返るようにその紹介役としてヨハネが生まれるのです。それで彼の誕生は喜びなのです。イエスを紹介する、その仲介役のようなタイミングに彼が現れるようになるのですから。それに用いられるために、今、生まれるようになったので、彼は喜びとなります。子どもがいないときに子どもが生まれたから喜ぶのではありません。そのような基準ではありません。
2． イエスさまが喜びの基準（だからです）
喜びの基準はイエスなのです。
１）主の御前に優れた者、民の用意
それで、こうして整えられた民を主のために用意するのです。主の民を用意するというのは多くに人がこれからイエスを知るように、イエスの前に多くの人を整えて、彼らが本当に神の民となるように、その役割のために生まれました。今でなくて、例えば、ザカリヤが２５歳くらいにこの子が生まれたとすると関係ありません。人間的な、肉体的な喜びが基準ではありません。これが聖書のお話です。ぜひ、みなさんの脳の中から、心からチェンジしてください。喜びの基準は肉体的な答えの有無にあるのではなく、イエスが喜びの基準なのです。
２）イエスさまを知り
私たちの喜びは、極端に言って、刑務所に入ることによって、あるいは、ものすごく破たんして、人生破滅に追い込まれるようなことがあって、イエスを正しく知り、キリストを信じるようになるとすれば、それが逆に喜びなのです。神様がそれを許されるのです。
３）イエスさまを知らせる
だから、喜びの基準はイエスを正しく知ること、そして、イエスを知らせること、イエスが知らされることが喜びなのです。パウロはこの喜びがわかっていたので、刑務所の中に入っていても、「刑務所の中なので悲しい、刑務所の外なので答えられた、良かった、ハッピー」と単細胞的な考えを持っていたのではありませんでした。イエスを知っていたので。「刑務所の中に入って、イエスが宣べ伝えられて良かった」とそれが喜びなのです。大変なことがあり、試練があり、答えがないというのが喜びではなくて、それがイエスとつながるようになるので喜びなのです。パウロが刑務所の中に入ったときに普段、パウロを憎んでねたんでいた人々が「よし。チャンスだ。私たちが一生懸命、伝道して地位を上げ、パウロを追い出そうじゃないか」と動機は悪くても一生懸命、伝道しました。ある人は、パウロのことを思って、「パウロ先生の代わりに、私たちが頑張ろうじゃないか」と伝道しました。その話がパウロの耳に入りました。「先生、こんな悪い人間がいます」するとパウロは「自分をねたんでやっているかどうかは基準ではありません。また、自分のためを思ってやってくれたのかどうか、それも基準ではありません。どっちにしてもイエスが伝えられるから、それが私にとって喜びなのだ」と喜びの基準がイエスなのです。神様はイエスを正しく教えるために、あるいはイエスを知らせるためには１００年間、子どもを与えられないという辛い状況も十分許される方なのです。それがもしイエスのためならば。だから基準を変えてください。私たちが神様と対抗して、神様がつぶれて神様に勝てるわけではないので、神様の基準はイエスなのです。私たちがこの基準を変えないとクリスチャンでありながらも本当の喜びを味わえないまま、神様の基準は変わらないので、ずっと葛藤から抜け出すことができません。
４）すべての歴史の中心イエス
神様はすべてのこと、すべての歴史をイエスを中心にして動かしていらっしゃいます。これを神の主権と言います。時には早めに子どもが与えられることによって、イエスを伝えて、イエスを理解するために、そちらのほうが有利であれば、早めに与えられるでしょう。それが神様の主権、わかりやすい言葉で言うと神様の勝手なのです。その基準がイエスなのです。ぜひ、覚えてください。みなさんが、どんなにご利益的な、因果応報的な図式を持って、信仰をその道具として利用しようとしても、神の基準は変わらないので、私たちが変わらないといけません。基準はイエスです。たとえば、イエスが宣べ伝えられるために、それが有利だと判断したときは、ステパノのように石を投げられ殉教して死ぬことも許されるのです。「そんな悲惨な形で死んでどうなるの」ではありません。私たちはそれが問題ではなく、結果、それでイエスに有利だったのか不利だったのかどうかなのです。私たちの頭の中ではイエスを信じると良い信仰、祈りをたくさんすれば、献金をたくさんささげれば良いことばかりあるという期待を持って、その図式が固まっていて変わらないのです。しかし、神様は、私たちが求めているように豊かに与えられる場合も、全部、奪い取られる場合もあるのです。これが神の主権なのです。ただ基準はイエスです。あまりイエスと関係なく、遠ざかって一生懸命、走る人は、神さまがストップさせる場合もあります。「イエスを見なさいよ」と。イエスが基準であって、私たちが苦しむことが基準でなく、ある意味、私たちが豊かになることも基準ではありません。イエスです。神様は私たちを愛しておられます。ただ、その愛は両思いの愛になることを望まれるのです。一方的な片思いになることは、ものすごく神様は寂しがっていらっしゃるのです。一方的に片思いでイエスさまは私たちを愛していらっしゃるのに、私たちは見向きもしないのです。それで、たまにイエスさまは我慢できなくて、他のところばかり見て、よそ見ばかりして、ゲームばかり。ゲームは悪くありません。イエスの愛を無視してゲームばかり、世の中には面白いこと楽しいことすごいこといっぱいあるでしょう。そこにみんな捕らわれてイエスの愛を感じることがない、それを見向きもしないそのときに、イエスさまは辛いでしょうけれども、そこにブレーキを入れるのです。全部、壊してしまう場合もあります。理由は、それで心が痛んで苦しんで悩んで許されるのです。なぜでしょうか。それで「おいおい、こっちをちょっと見てちょうだいよ。こっちも見てちょうだいよ。私はあなたを愛しているのだから。見てちょうだいよ。それがあなたの祝福なのだから」。それなのに親の方々もそうですし、特にレムナントの子どもたちがイエスを見ようとしないのです。イエスを抜きにして、成功ばかり、面白さ楽しさばかり追求します。しかも親が土台となって手伝っているのです。「うちの子どもはイエスを知らなくても、とにかく成功すりゃそれで結構なんだ」というイメージを子どもたちに知らず、知らず植え込んでいるのです。子どもたちは教会に行きながらも、しっかり学ぶのです。「そうか。イエス、信仰などどうでもいい。とにかく成功すりゃ、それが喜びの基準だね」とレムナントを育ててはいけません。「もし私たちがすべてを失うことがあってもイエスは最高なのだ。もしイエスから遠ざかって、イエスを失うことがあれば他のことは捨てても構わないのだ。イエスの中にすべてがあるから」というふうに教えないといけません。喜びの基準はイエスなのです。そのことを今、バプテストのヨハネが、イエスが誕生される前に、イエスさまのことをきちんと備えるために、預言されたとおりに生まれるようになります。その理由というように言われています。ぜひ、覚えていてください。クリスチャンの喜びの基準は肉体的な、人間的な答えの有無にあるのでなく、イエスに喜びの基準があります。そのために神様はどのようなことでもなさるのです。なぜなのでしょうか。なぜイエスだけが喜びの基準であり、神様はイエスを基準にしてすべてを動かしていらっしゃるのでしょうか。みなさんもよく考えてみてください。結局はなるほど、私がイエスさまのことを正しくわかるようにするために、今までイヤイヤと思っていたいろいろなことがあったかもしれません。あるいは、欲しい欲しいと求めていたその答えが、なかなか見えてこなかったかもしれません。だから、それは答えがないわけでも何でもありません。結論で申し上げますけれども、とにかく基準を変えないといけません。右に行っても左に行っても基準はイエスなのです。
3． イエスさまはキリスト
なぜなのでしょうか。イエスさまだけがキリストなので。もし他にイエスさまのような救い主がいればそうでもないでしょうか、イエスさまだけがキリストなのです。
１）真の王、真の預言者、真の祭司
キリストというのは、「油注がれた者」という意味があって、旧約聖書を見ると、王様、預言者、祭司に油が注がれていました。つまり、イエスがキリストであるというのはイエスさまだけが真の王様であり、真の預言者であり、真の祭司であるという意味です。これはどういう意味でしょうか。イエスさまだけが、私たち人を捕えて支配して、絶対にその運命の力から出ることができないようにしている暗やみの世界の支配者である悪魔、サタンの頭を踏み砕いて、そこから私たちを解放させることができる唯一の方なのです。イエスさまはキリストです。イエスさまだけがキリストです。もしイエスさまではなければ、どんなに成功してもこの悪魔の支配から、運命の力から解放されることはありえません。それで神様はイエスがすべての中心、基準なのです。他はこのイエスのためにどうにでもなさる方です。覚えていてください。基準を変えないといけません。それから、このイエスさまでなければ、神様を離れて、神様との関係がすべて壊れて、さまようしかないたましいが死んでしまった私たち人間が神との関係を回復して、神を信じる信仰を持ち、神様の祝福を受けることができません。イエスさまだけです。それでイエスさまは真の預言者なのです。どんなに出世して、どんなにその人が健康だとしても神様との関係は回復できません。そうすると死んだままです。イエスさまだけです。それなので、他のどんなことよりイエスさまが大事なのです。イエスさまが基準なのです。つまり、私たちが欲しがっているものを、犠牲にしてでもイエスを、これが神様がなさることです。真の祭司というのは結局、神への信仰を捨てて、それを聖書では罪と言いますが、この罪が赦されない限りは地獄の運命も、そして、罪から来る報酬、のろいの運命も解決することができません。イエスさまだけがこの罪を清め、罪を赦される唯一の方なのです。イエスさまだけが罪のない神様ご自身であり、私たちの代わりに十字架にかけられ、血を流すことによって、この罪を赦される唯一の方です。もしイエスがなければ罪はそのままです。ですから、イエスより大切な方はいらっしゃいません。だから、神様はイエスが中心なのです。イエスが基準です。そのイエスが来られるとき、そして、そのイエスのために備えるための役割、そのタイミングに合わせようとして、私たちが見たときには子どもがない、答えのない時期がずっとおじいさんになるまであったということです。なので、それは答えがないことでも悲しみでもなんでもありません。なぜそれが「答えがないよ。悲しみです。だめだよ」と思うようになるのでしょうか。基準がイエスにないからです。基準が肉体的な答えの有無にあるからです。喜びの基準はイエスです。前にも申し上げましたとおり、自分は自分の過去を振り返ってみると、本当に嫌だなと思うことがたくさんありました。でも、イエス・キリストを知ってから「なるほど。それが答えだったのだな」と思います。なぜでしょうか。そのことのゆえにイエスの方に向けられるようになり、イエスを求めるようになり、またイエスが聞こえてくるようになり、イエスを信じることができるようになりました。それで、もうすべてなのです。それが中心なのです。それゆえ喜ぶようになります。「神様、小さいときにいろいろ辛い家庭の状況があって喜びます。良かった」なぜでしょうか。イエスを知るようになったからです。子どもが生まれるから喜びではありません。イエスと絡んで生まれるから喜びなのです。
２）唯一の人生の答え
　つまり、イエスはキリストなので、イエスは唯一の人生の答えです。それでイエスが基準です。世界中でイエスの他に私たち人間が救われる名としてどのような名も与えられていません。イエスはおっしゃいました。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれ ひとり父のみもとに来ることはありません」それで神様はこのイエスは絶対に譲らないし損することはありません。神の喜びの基準、私たちクリスチャンの喜びの基準なのです。
３）イエスさまと絡むこと
つまり、このキリストであるイエスと絡むようになること、それを喜びと言います。表現があまり適切ではないかもしれませんが、イエスと絡むようになること。だから、みなさんがどんなに出世したとしても、それだけで喜ぶというのは、大変遺憾で残念です。イエスとまったく絡んでいないのです。レムナントが小さいときからイエスと絡むことによって喜べる、そういうレムナントになるように親の方々は、自分はそこまでいけなくても、口だけでもそのように言わないといけません。それが本当の喜びなので。ある家庭で、娘さんが悪霊にとりつかれるようになりました。今まで、裕福で何の問題もないと思って、自慢して生きてきたその家庭で、それをとおして、人生が何か考えるようになり、心がどん底まで引き落とされ、やっとイエスのお話が聞けるようになりました。それでイエス・キリストをお母さんが受け入れ神の子どもになりました。子どもが悪霊にとりつかれることが喜びではありません。でも、それが自分が尊い永遠のいのちであるイエスを信じていのちに預かることと絡んでいるので喜びになるのです。それで悲しむことを止めることができました。それがクリスチャンの喜びです。そのあとは神様がなさいます。この確信を持つようにしてください。喜びはイエスがキリストであるがゆえに、そのイエスと絡むことが喜びです。みなさん、どれほどイエスさまと絡んでいるでしょうか。あるいは、みなさんにあるすべてのことが、みなさんをイエスさまの方に、またみなさんをとおしてイエスが多くの人に知らされるということに絡んでいるのに気づいていないのです。いまだに嘆いて、いまだに泣いて、いまだにどうにかしてくださいとそのことばかり考えているのです。喜んでください。子どもが与えられなくて良かったではないでしょうか。喜んでください。喜びの基準を変えましょう。喜びの基準はイエスです。イエスだけがキリストです。他には救いの道はありません。他には人生が幸せになれる道はありません。他には希望の道がありません。イエスだけです。それでイエスさまはみなさんのすべてを犠牲にしてでもイエスと絡むようにしていらっしゃるのです。早く気づいてください。何か問題があったときに、その問題ばかり見て、これをどうにかしようとしていると、イエスさまは心痛めて寂しがっていらっしゃいます。「おい、こっちを見てちょうだい」というサインなのに、見向きもしないのです。そうすると人生ずっと、その調子になるでしょう。残念ですよね。感謝なことにこのキリストである、唯一の答えであるイエスのことを信じることができました。私たちは、それがどれほど大きな祝福なのか、ぜひ気づいていただきたいと思います。よそ見などいりません。イエスで十分なのです。それで神様はイエスのために、イエスに絡むようにいろいろなことを許していらっしゃるということを今日、バプテストのヨハネが生まれるという預言の中から、私たちは確認しました。残っているのは皆さんが実際、喜びの基準を吟味しながら、脳の中で変えるだけです。
結論
結論を言いましょう。クリスチャンである私たちは辛いこと、すぐうまくいかないこと、何かがすっきりされないことなど、いろいろあるかもしれません。いつも、そのようなことがクリスチャンにはあるという意味でもありません。そのようなことは基準ではありません。ですから、肉体的な答えの有無への葛藤を、全部、捨ててください。そのかわり、今、みなさんに与えられている信仰を吟味してください。彼らのように。答えがあるかないかでなくて、今イエス・キリスト、その霊的なことを正しく理解して、信じている契約の信仰が、正しい信仰なのか、信仰をしっかり持っているか確認して、それが本当であれば、答えがあるかないか関係なく待っていてください。その信仰を守りとおしてください。それがやるべきことです。イエスが基準であり、その信仰の内容によってイエスが基準であり、伝道という結論が出る信仰なのかどうか吟味してください。そして、それをしっかりと揺れることなく守りとおしてください。答えがあるかないか、右に倒れるか、左に倒れるか、あるいは豊かに祝福されるかどうか関係なく、この信仰を守りとおす、この信仰を常に吟味して、これは譲らないで守りとおすように、これがクリスチャンの態度であり、あるべき姿です。そうなったときに覚えていてください。私たちは答えがあるない、いろいろなことを言いますが、そうであれば、この信仰さえ確認できていれば、今日の聖書をとおしても、聖書全体からも教えられることですが、クリスチャンである私たちにあるすべてが答えなのです。子どもが若いときに生まれなかった、それも答えです。のちのち、イエスとしっかり絡むタイミングのための答えなのです。問題は私たちが信仰にしっかり立っているかが問題です。正しい信仰というのはイエスが基準であり、伝道という結論がでているかどうかなのです。その信仰を吟味しながら、それさえ間違えなければ、それをしっかりと握って、今のいろいろな状況など耐えていくことなのです。ただの我慢ではありません。それ自体が答えなのです。イエスと絡むためにあるものです。それから、最後につまり余計なよそ見や、余計なところに気が捕らわれないようにして、まっすぐに前を向いてクリスチャンとして信仰の結論が出たので、前にあるのは神の国だけなのです。神の国を期待し、神の国を見上げつつ、聖霊がともにおられるクリスチャンなので、聖霊充満の祝福に絞って、集中してのめりこんで没頭していくことだけです。それをお祈りと言います。けれども、このようなお祈りがなかなかなぜできないかというと、肉体的な答えの有無にあまりにもこだわっているので、これに行くことができないのです。それで神の国の祝福を見て歩くということが、なかなかできません。これがクリスチャンなのです。うまくいくかいかないかというのは、別にうまくいけば良いでしょう。ある意味ではうまくいって、良くない場合もたくさんあります。というのは、いつもクリスチャンはこういう答えがない、試練があるという意味ではなくて、こういうのも、ああいうのもありますが、それが基準ではないし、中心でもありません。イエスが知らされること、それに絡むというのが喜びです。喜びの基準を変えましょう。もう一度言います。肉体的な答えの有無に対する葛藤を全部捨てましょう。正しい信仰を吟味しましょう。イエスが基準であり、伝道の結論、本当にそうなのか、いつもそれを確認し、ならばすべてが答えという約束を握ってください。すべて答えです。うまくいかないのも答えです。今、病気を抱えていることも答えです。全部が答えです。ですから、何か後ろにひっかかることなく、全部振り払ってすっきりして前を見るだけです。神の国があるだけです。どんな状況でも神の国があるだけです。神の国を見上げつつ、聖霊充満、神の国が臨まれることによって、神が支配する世界になる、それが伝道の祝福です。それだけを見上げて、聖霊充満だけを考えてください。それは目的を達成して、具体的な何かを解決するために聖霊充満ではありません。それは先に整理しておいて、神にすべてを任せて「神様、勝手になさってください」。神の国のために、イエスと絡んで、イエスが知らされることのために「神様、勝手になさってください」と言うのが聖霊充満です。それだけに没頭するようにしましょう。私たちに喜びの正しい基準さえあって、内側から本当にチェンジさえすれば、私たちは神の国を見上げ、聖霊充満の祝福に絞って、主を見上げることができるようになります。そこにすべての答えの秘密があるということを体験していただきたいと思います。どんなことがあるのでしょうか。あせらないで、葛藤などしないで、それが答えなのです。イエスに向かってください。イエスと絡むために今ある現実なのです。そのまま受け止めて、認めて、それに足を引っ張られることなく神の国を見上げてください。神が支配されます。聖霊充満だけを考えて求めるようにしてください。
〈お祈り〉

愛する天の父なる神様、ありがとうございます。私たちをイエス・キリストの血潮によって救われ、神の子ども、民にしてくださりありがとうございます。どうかこの神の子どもである意味が何なのか正しく理解してイエス・キリストに集中できるようにしてください。それでイエスがキリストであるがゆえに喜びの基準がイエスに変わるように私たちを助け、また恵みを与えてください。今までいろいろ葛藤を覚えて捕らわれていたすべてを断ち切って、神の国、聖霊充満に向けて進むことができるように一人一人を主が導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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